
昭和 60 年 51－j  

会 員 各 位 殿  

（社）日本OR学会中国・四国支部  

支部長 青 木 兼 一  

昭和59年度中国・四国支部事業報告、収支決算並びに  

昭和60年度事業計画、収支予算送付の件  

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。   

当支部につきましては、日ごろ格別のご支援ご協力を賜わー）厚   

くお礼申し上げます。   

さて、去る4月9日「昭和60年度定期総会」を開催し、標記   

につき審議承認されましたので、ここに同書類を同封にてお届   

けいたします。   

つきましては、なにとぞご高覧のうえ、今後一層のご協力、   

ご支援の程お願い申し上げます。  

敬 具  
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（社）日本0・R学会中国・四国支部  

昭和60年度 支部総会次第  

1．開 会  の 辞  

2．支 部 長 挨 拶  

3．昭和59年度事業報告  

4．昭和59年度決算報告  

5．監 査 報 告  

6．昭和60年度支部役員 の選出  

7．昭和60年度事業計画  

8．昭和60年度予算計画  

9．そ の 他  

10．閉 会 の 辞  

時：昭和60年4月9日（州11：00－  

於：中 国 電 力 ㈱  
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（社）日本0・R学会中国・四国支部  

昭和59年度 事 業 報 告  

総
日
場
議
 
 

役
日
場
議
 
 

会   1回  

昭和59年4月10日（州11：00～12：00  
中国電力㈱  

昭和58年度事業・決算報告，昭和59年度支部役員選出  
昭和59年度事業・予算計画，その他   

会   1回  

昭和59年4月10日（畑  

中国電力㈱  

昭和59年度支部総会の件  
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幹 事 会   3回  
日 時：昭和59年3月16日唸），昭和59年4月10日（州  

昭和59年12月12日㈹  
場 所：中国電力㈱  

3．  

4．講 演 会   6回   

①日時：昭和59年3月2日励13：30～1与：00  

場所：中国電力㈱  

演題：『問題解決のシステム的アプローチ』  

講師：前川 良博（横鱒商科大学経営情報学村 数授）   

（∋日時：昭和59年3月16日瞼）13：30－15：00  

場所：中国電力㈱  

演題：『oA時代のシステム作りと人作り』  

講師：奥田 好郎（四国電力㈱支配人情報システム部長）  

③日時：昭和59年4月26日㈹13：30～15：00  
場所：中国電力㈱  

演題：”Economic Models of RegionalWaste Management”  
（『地域ゴミ処理の経済モデル』）  

講師：Prof．Dr．H．W．Gottinger  
通訳：尾崎 俊治（広島大学工学部助教授）  

（3）   



④日時：昭和59年5月30日㈹13：30～15：00  

場所：中国電力㈱  

演題：『知識工学とその応用』  

（意思決定のためのコンピュータ技術）  

講師：鈴木 道夫（（財）電力中央研究所経済研究所  
情報システム部主査研究員）  

⑤日時：昭和59年12月21日瞼）13：30～15：00  

場所：中国電力㈱  

演題：『企業におけるORとOAについて』  

（パソコンを使った会話型ORの1つの試み）  

講師：榎本 久徳（中部電力㈱情報システム部次長）  

⑥日時：昭和60年1月22日（州13：30－15：00  
場所：中国電力㈱  

演題：F電力系統の最適問題』  

講師：青木 兼一（広島大学工学部教授）  

5．研 究 会   2回   

（∋日時：昭和59年5月31日㈹，6月1日睦）  

場所：川崎製鉄㈱ 水島製鉄所，研修所   

（∋日時：昭和59年12月12日㈹13：30－16：30  

場所：中国電力㈱  
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（社）日本0・R学会中国・四国支部  

昭和59年度支部会計決算報告書  

1．貸借対照表  
昭和60年2月28日現在  

借  方  貸  方   

科  目   金  額   科  目   金  徽   

現   金  10，898  前期繰越金  329，324  

預   金（1）  450，632  

当期運営残高  132，206   

合  
計   461，530   合  計   461．530  

（1）広島銀行西条支店  

2．収支決算書  
自 昭和59年3月1l’1  

至 昭和60年2十日浴＝  

科  目   予  算   決  算   備  

（収入の部）  

本部交付金   394，000   394，000   定例鹿演会費含  
預 金 利 息   3，000   4，335   

そ の 他   0   5，000   共催講満会謝礼  

（1）合  計   397，000   403，335  

（支出の部）  

会議 費   50，000   52，069  

講 演 会 費   120，000   92，785   

研 究 会 費   150，000   47，200   

研究懇談会菅   60，000   0   

通 信 費   70，000   3，075   

印 刷 費   80，000   20，000   

交 通 費   90，000   56，000   

事 務 費   40，000   0   

雑  費   30，000   0   

予 備 費   36，324   0   

（2）合  
計   726，324   271，129  

（3）当期運営残高  ．132，206   （1）－（2）  

（4）前期繰越金  329，324   

（5）次期練越金  461，530   （3）＋（4）  
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（社）日本0・R学会中国・四国支部昭和60年度支部役員  

（50音順）  
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一（広島大学）  

一（中国電力）  

元（近畿大学）  

恒（川崎製鉄）  

彦（宇部興産）  

泊（マツダ）  

泊（広島大学）  

一（四国電力）  

郎（広島大学）  

夫（中国電力）  

夫（川崎製鉄）  

之（岡山理科大学）  

靖（広島大学）  

雄  

二（中国電力）  

（留）  

（留）  

（留）  

（留）  

（留）  

（再）  

（留）  

（留）  

（留）  

（留）  

（留）  

（留）  

（再）  

（再）  

（新）  

（再）  

（留）  

（再）  

（留）  

（留）  

．（留）  

（留）  

（新）  

（新）  

（留）  

（新）■  

（留）  

（新）新 任   

支部長  

副■支部良  

（5名）  

支部評議員  

（8名）  

支部監事  

（2名）  

支部幹事  

（11名）  

弘（石田データサービス）  

滋 夫（川崎製鉄）  

直 人（広島修道大学）  

準 二（宇部興産）  

久保田 洋 志（広島工業大学）  

桑 原 兵二郎（近畿大学）  

近 藤 忠 彦（中国電力）  

佐 藤 泰 司（広島大学）  

鳥 居  裕佃国電力）  

平 木 秀 作（広島大学）  

村 上 義 博（広島大学）  

柳  泉（マツダ）  

（留）留 任  （再）再 任  
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（社）日本0・R学会中国・四国支部  

昭和 60 年 度 事業計画  

1．総  1 回  

若干回  2．役  員  

若干回  3．幹  事  

4 回  4．講  演  

5．研 究 発 表  3 回  

会  6．研 究■懇 談  2 回  

若干回  7．研  究  

8．研 究 部  ∠ゝ コ三  若干回  

会  9．見  学  1 回   

10．そ  の  他  
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（社）日本0・R学会中国・四国支部  

昭和’60年度支部収支予算  

収  入  支  出   

科  目   金  額   科  目   金  額   

前期繰 越 金   461，530   会  議   
費   50，000   

本 部 交 付 金   375，000   講 演 会 費   1．20．，000   

灘 金 利 息   4，■ 000   研 ▼究 会 費   150，000  

研究懇談会費   60，000  

研 究 部 会 費   100，000  

見 学 会 費   50，000  

通   信  費   70，000  

印  刷   費   80，000  

交 ・通  費   90，000  

事  務   費   40，000  

雑  費   30，000  

予   備  費   530   

合  計   840，530   合  計   840，530   
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